
緊急対応マニュアル（けが・病気発生時） 

江戸川区立上小岩第二小学校 

 

けが・急病 

基本方針 

◎子どもの安全確保・生命維持 

◎冷静、沈着、ゆとりの心、客観的に 

◎保護者への明確な説明 

  ・発生の原因 

  ・病気、けがの状況 

  ・学校の対応 

  ・医療機関受診 

重 度 

・救急要請は副校長 

・養護教諭は医療機関予約 

軽 度 

①子どもの状況の確認（意識・心拍・呼吸・出血等） 

②管理職、養護教諭、担任に連絡 

③重度、軽度の判定→校長が判断する。（軽度に見えても最悪を考えて対応） 

  重度の例：首から上の殴打等のけが・意識がない・骨折・止血が困難 

④他の教職員に協力要請・指示 

⑤状況によって応急手当 

⑥保護者への連絡（校長の指示を受けて行う。） 

保護者に連絡し、医療機関を選択する。連絡が取れないときは、校医の指示を仰ぐ。 

救急車 

(ﾀｸｼｰ) 

 

・教職員が付き添い搬送 

・逐次学校に連絡 

 

保護者は家庭（職場） 

から医療機関へ 

医療機関 

保護者に連絡 経過観察 

保健室 授業 

 

早退 

必要に応じて 

軽度であっても、子供のけが、不調はその日

のうちに保護者に連絡。（連絡帳・電話等） 

状況によっては、家庭訪問をしたり、送り届け

たりする。 

原則１時間 


